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３．事後評価結果 

〇評点： 

 

 

 

〇総合評価コメント： 

 

ペダゴジカル・マシンと呼ぶ、教え・教えられる能力を持つ人工物の可能性と限界を明らかにするた

め、人間が教え・教えられるために有している機能の解明をめざした発達認知科学的アプローチ、ペダ

ゴジカル・マシンの原型のデザインと構築をめざした情報工学的アプローチ、教育現場や教育的コンテ

ンツ制作にペダゴジカル・マシンを適用するための枠組みの創成をめざした実践教育学的アプローチを

組み合わせた取り組みを行った。 

発達認知科学的アプローチでは、乳幼児から成人まで連続的に用いることができる発達科学的指標と

して、サッケード反応、近赤外分光法を用いた脳活動指標、EEG/ERP を用いた脳活動指標、オキシトシ

ン、呼吸動作を用いた指標を開発した。ダブル TV 環境と呼ぶ、教える側、教えられる側双方のモーシ

ョンデータ、視線データ、脳活動データをリアルタイムに取得できる実験環境を構築し、教え・教えら

れるインタラクションにおいて 1秒というわずかな時間的ずれが幼児の模倣学習を阻害することを発見

した。情報工学的アプローチでは、視線随伴型ペダゴジカル・エージェント(PAGI)、ペダゴジカルなキ

ューを生成する人型ロボットなどを試作した。試作されたペダゴジカル・エージェントやロボットはペ

ダゴジカル・エージェントの原型というより、認知科学的な実験用システムとしての性格が強い。実践

教育学的アプローチでは、学校などで先端計測機器を用いたデータ収集が行われたが、成果のとりまと

めは完了していないという点で、当初設定した目標が達成されたとは言えないが、発達認知科学的アプ

ローチで新規の知見も得られ、目標に近づく成果が得られはじめている。 

今後の取り組みで当初目標が達成され、インパクトのある成果として結実することを期待する。 
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